
西
と
東 

北
と
南
(
二
) 

加
藤
淳
平 

(
二
) 

 

西
曆
一
九
八
九
年
の
年
到
來
し
、
ヨ

ロ

パ
に
於
て
は
、
そ
れ
よ
り
一
兩
年
を
掛
け
て
、「
東
西
冷

戰
」
終
結
す
。
紛
ふ
か
た
無
き
、「
西
」
の
「
東
」
に
對
す
る
勝
利
な
り
き
。 

 

東
ヨ

ロ

パ
諸
國
、
ロ
シ
ア
の
支
配
よ
り
脫
し
、
黨
時
の
ロ
シ
ア
の
「
ソ
ヴ

エ
ト
聯
邦
」、
亦
崩

壞
し
て
、「
同
聯
邦
」、
ロ
シ
ア
を
初
め
と
す
る
構
成
國
に
、
分
解
せ
る
の
み
か
、
何
ら
の
構
成
國
に
於
て

も
、
共
產
黨
支
配
は
終
れ
り
。 

 

レ

ニ
ン
・
ス
タ

リ
ン
以
來
の
「
ソ
ヴ

エ
ト
聯
邦
」
な
る
國
、
歷
史
の
彼
方
に
消
え
去
り
ぬ
。 

 

斯
く
て
ヨ

ロ

パ
の
み
を
世
界
と
見
る
一
部
の
西
ヨ

ロ

パ
人
ら
、
之
に
て
、
自
分
ら
は
未
來
永

劫
に
亙
つ
て
勝
利
し
、
今
後
は
西
ヨ

ロ

パ
が
價
値
觀
、
世
界
全
般
に
尊
重
せ
ら
れ
む
と
て
、
狂
喜

す
。
西
ヨ

ロ

パ
人
ら
が
狂
喜
、
極
に
達
し
、
度
を
越
え
た
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
人
ら
、「
ユ

ロ
フ

リ

(
強
ひ
て
譯
せ
ば
『
莫
迦
ヨ

ロ

パ
』)」
な
る
新
語
を
創
り
て
、
揶
揄
せ
り
。 

 

西
の
勝
利
の
實
現
せ
る
は
、
ア
メ
リ
カ
に
し
て
、
西
ヨ

ロ

パ
な
ら
ざ
り
け
れ
ば
、
西
ヨ

ロ

パ

人
ら
が
、
度
を
失
し
た
る
喜
び
の
感
情
の
昂
揚
、
及
び
ア
メ
リ
カ
人
ら
が
冷
靜
と
苦
笑
と
揶
揄
、
見
る
に

愉
快
な
り
し
に
非
ず
や
。 

 

此
の
時
狂
喜
し
た
る
は
、
西
ヨ

ロ

パ
人
の
み
な
ら
ず
。
平
素
よ
り
、
西
ヨ

ロ

パ
の
事
象
・
學

問
こ
そ
、
東
ア
ジ
ア
の
國
な
る
日
本
が
範
例
な
れ
と
信
じ
込
み
、
本
來
さ
し
て
關
聯
有
る
べ
し
と
も
思
は

れ
ざ
る
西
ヨ

ロ

パ
の
事
象
も
て
、
日
本
の
事
象
を
理
解
せ
ん
と
す
る
、
日
本
「
知
識
人
」
が
一
部
、

亦
然
り
き
。 

 

日
本
の
「
知
識
人
」
に
は
あ
ら
ざ
り
し
か
ど
、
そ
が
影
響
を
強
く
受
け
た
る
と
覺
し
き
一
日
系
ア
メ
リ

カ
人
、
ヨ

ロ

パ
「
東
西
冷
戰
」
終
結
も
て
、「
世
界
は
終
り
ぬ
！
？
」
と
、
極
め
つ
け
た
る
こ
と
笑

止
な
れ
。 

 

「
東
西
冷
戰
」
終
結
な
る
も
の
は
、
日
本
よ
り
見
れ
ば
、
地
球
の
反
對
側
な
る
ヨ

ロ

パ
を
中
心

に
、
起
り
た
る
事
象
に
過
ぎ
ず
。
現
に
東
ア
ジ
ア
の
大
國
た
る
中
國
よ
り
す
れ
ば
、「
冷
戰
」
の
終
結
せ

ざ
る
ま
ま
、「
米
中
戰
爭
」
へ
と
續
き
た
る
べ
し
。「
冷
戰
」
期
間
を
通
じ
、
中
立
の
立
場
を
堅
持
し
た

る
、
今
一
つ
の
ア
ジ
ア
の
大
國
イ
ン
ド
も
、
そ
が
「
終
結
」
に
よ
り
、
政
策
を
變
更
せ
り
と
は
見
え
ざ
り

き
。 

 

我
ら
日
本
の
國
人
の
、
西
ヨ

ロ

パ
人
が
狂
喜
の
態
に
影
響
せ
ら
れ
し
は
、
我
ら
自
身
、
ヨ

ロ

パ
乃
至
西
ヨ

ロ

パ
過
大
視
の
、
世
界
を
見
る
眼
を
狂
は
し
め
た
る
嫌
ひ
、
無
か
り
し
や
。 

(
令
和
四
年
十
月
二
日
受
附
) 


